
令和７年度第２回伊勢原市介護保険運営協議会 議事録 

 

〔事 務 局〕  保健福祉部 地域福祉推進課、長寿介護課 

 

〔開催日時〕  令和７年１１月２０日（木）午後３時から午後５時００分 

 

〔開催場所〕  伊勢原市役所 ３階 ３Ｂ会議室 

 

〔出 席 者〕 

（委員）  

岡本会長、梶浦委員、青木委員、佐野委員、小俣委員、石塚委員、種村委員、古川委員、 

清水委員 

（事務局） 

石井保健福祉部長 

長寿介護課 平井参事兼課長、小形係長（介護認定係）、濵田係長（高齢者支援係）、 

中村 

地域福祉推進課 栗田副主幹 

 

〔公開可否〕 公開 

 

〔傍 聴 人〕０人 

 

 

《審議の経過》 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）第１０期伊勢原市高齢者保険福祉計画・介護保険事業計画関連事項 

－ 事務局より説明 － 

 

（会 長） ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等はございますか。 

 

（委 員） ニーズ調査の質問項目について質問 35 の「スマートフォンなど」の「など」

の記述修正について、タブレット等も含む意図であれば「など」で良いのか、

統一性を持たせるべきかと考える。 

 



（事務局） 「スマートフォンなど」に記載を統一します。 

 

（委 員） タンパク質摂取の重要性や、高齢者の食生活の実態を把握することが必要で

はないかと考える。管理栄養士の立場から、身長・体重による BMI 算出や 6 ヶ

月での体重減少といった質問に加え、低栄養の実態をより具体的に把握するた

め、食生活に起因する要因を深掘りする質問あると良いと思う。 

特に、3 食を食べましょうという指導が、生活習慣として難しい高齢者がい

る現状を踏まえ、食事内容（例：肉、魚、卵、大豆製品などのタンパク質を含

む食品の摂取回数）を問う方が、実態把握と今後の対策に繋がると考える。 

 

（事務局） いただいた意見を踏まえて、例えば、「肉、魚、卵、大豆製品などタンパク質

を多く含む食品を 1 日何回摂っていますか」といった質問項目を追加してまい

ります。  

 

（委 員） ニーズ調査には、健康づくり課が実施しているアンケートと内容が重複する

部分があると思うが、健康づくり課のアンケートは市民全体を対象としている

のに対して、こちらは高齢者に特化した調査であるため、庁内の連携を強化し、

効率的なデータ活用を進めるべきである。 

 

 

（２）介護保険事業計画の進捗について 

－ 事務局より説明 － 

 

（会 長） ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等はございますか。 

 

（委 員） 訪問看護事業所の増加により実績値が伸びている一方で、事業者不足により

認定者者が希望しても、サービスが利用できないというころが発生していないか。 

 

（事務局） 現状では特に、そのような話をケアマネジャーや介護保険被保険者から報告

を受けてはおりません。 

 

（委 員） 夜間対応型訪問介護サービスは、利用者からのニーズが高そうに思われるが、

実績が少ない状況であるのには、理由があるのは。 

 

（委 員） まず、夜間対応型訪問介護は、定期巡回・随時対応型訪問介護看護とサービ

ス内容が重複していることが、要因として大きいと考える。 



また、次の介護保険制度改正で当該サービスを見直しする議論もされており、

定期巡回・随時対応型訪問介護看護は 24 時間対応可能でることから、比較する

とどうしても、夜間対応型訪問介護の役割が薄れつつある状況ではある。 

 

 

（３）令和６年度地域包括支援センター事業報告 

－ 事務局より説明 － 

 

（会 長） ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等はございますか。 

 

（委  員） 個別避難計画作成について、自治会や民生委員による災害時要援護者登録と

の関連性や、同様の資料を重複して作成している可能性について、聞かせてほ

しい。 

 

（事務局）  国は、各市町村に個別避難計画の作成を求めており、地域で既存の取り組み

がある場合はそれを活用し、重複を避けるべきであると考えます。 

また、更新作業は、ケアマネジャーや地域包括支援センターが担当するなど、  

連携をしてまいりたいと考えます。 

 

（委 員） 個別避難計画の作成が進んでいない地域や、一人暮らし高齢者への支援が大

切であり、具体的な中間目標を設定することが重要と考える。 

 

（委 員） 地域ケア個別会議と第１層生活支援協議体の活動内容や具体的な課題、成果

について、より詳細な情報共有を図るべきである。 

 

（事務局） 今後、内容を分かりやすく情報提供するよう努めてまいる所存です。 

また、地域ケア個別会議は自立支援に繋がる助言を得る場であることから、  

第 1 層生活支援協議体は地域住民の参加を促し、地域のニーズを把握してまい 

りたいと考えます。 

 

 

（４）令和６年度高齢者福祉及び介護保険に関する決算について 

－ 事務局より説明 質疑なし － 

 

 

 



（５）介護保険認定状況等について 

－ 事務局より説明 質疑なし － 

 

 

３ 閉会（事務局）     次回運営協議会の日程を連絡 


